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図２－２８ 埋戻の場合② 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

図２－２９ 複合（盛土＋埋戻）の場合① 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

図２－３０ 複合（盛土＋埋戻）の場合② 
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２）数量算出項目 

盛土または埋戻の数量は、次の項目に区分し算出する。 
 

表２－２２ 数量算出項目区分一覧表 

区分 

項目 
土 質 施工幅 構造物 単位 数 量 備 考 

盛 土 ○ ○ ○ ㎥   

埋 戻 ○ ○ ○ ㎥   

 
①土質区分 

土質は、表２－１における施工パッケージ型積算基準等の土質名に基づき、適用する施工パッケー

ジ等の土質区分を考慮し算出する。 

 
②施工幅区分 

施工幅は、表２－２３により区分する。 

なお、構造物周辺の盛土及び埋戻については、図２－３１～図２－３４により区分する。 
 

表２－２３ 施工幅区分 

区  分 施工箇所 施  工  幅 

盛  土 
埋  戻 

構造物周辺 ０．５ｍ 

上記以外 

Ｂ≧４．０ｍ 
２．５ｍ≦Ｂ＜４．０ｍ 
１．０ｍ≦Ｂ＜２．５ｍ 

Ｂ＜１．０ｍ 
      (注)【盛土の場合】 

１．施工幅1.0ｍ≦B<2.5ｍの締固め機種は振動ローラ(搭乗式)を標準とする。 
         ２．施工幅B＜1.0ｍの締固め機種は振動ローラ(ハンドガイド式)又は振動コンパクタ 
          及びタンパのうち現場条件により適切な機種を選定する。 
        【埋戻の場合】 
        １．施工幅1.0m≦B<2.5ｍの締固め機種は振動ローラ（搭乗式）又は振動ローラ 

（ハンドガイド式）を現場条件により適切な機種を選定する。 
        ２．施工幅B＜1.0ｍの締固め機種は振動コンパクタ又はタンパのうち現場条件により 

適切な機種を選定する。 
        
 

図２－３１ 開水路の場合 
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図２－３２ 擁壁の場合 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

図２－３３ 農道の場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（注）１． 舗装端部に各種側溝、境界ブロック及びアスファルトカーブを設置した側方に、路肩

盛土を設置する場合は、構造物周辺数量区分範囲として取扱う。 

２． 盛土法面を築立（土羽）整形する場合の施工幅（Ｂ）は、土羽土厚さを含めない。 

 
 

図２－３４ 管水路の場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（注）１． 管水路の場合の構造物周辺数量区分範囲で、Ｂが１．０ｍ以上の場合は、区分①と区

分②に細分し算出する。なお、区分①における締固め作業の適用機種は、振動ローラハ

ンドガイド式(0.8～1.1t)とし、区分②における締固め作業の適用機種は、振動コンパク

タ（前進型90kg）又はタンパ(60～80kg)とする。 

２． ボックスカルバートの頂版上方の埋戻は、管水路の場合と同様に取扱う。 
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③構造物区分 

造成目的構造物毎に区分し算出する。 
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（３）残土処理 

 
１）数量算出区分 

掘削及び床掘に伴い生じた残土を運搬・処理する作業を「作業残土処理」として算出する。 

 

２）数量算出項目 

作業残土処理の数量を区分ごとに算出する。 

 

表２－２４ 数量算出項目区分一覧表 

区分 

項目 
土 質 処理形態 単位 数 量 備 考 

作業残土処理 ○ ○ ㎥   

 
①土質区分 

土質は、表２－１及び表２－２における施工パッケージ型積算基準等の土質名に基づき、適用する

施工パッケージ等の土質区分を考慮し算出する。 

 

②処理形態区分 

他工区への流用処理と建設発生土受入地への搬入処理に区分し算出する。 
 

③数量算出留意事項 

ａ．「作業残土処理」における土量の算出に当たっての埋戻必要土量は、土量変化率（地山の土

量）を考慮する。 

ｂ．建設発生土受入地への搬入処理において、建設発生土受入地が複数存在する場合は、それぞれ

の建設発生土受入地毎に区分し算出する。 
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（４）整 形 工 

 
１）数量算出区分 

整形工は、「法面整形」、「荒仕上げ」、「基面整正」及び「管水路基礎整形」に区分する。 

「法面整形」とは、掘削または盛土により造成された法面において、構造物の品質、円滑な

施工性及び設計断面を確保する目的で行われる作業で、「切土」と「盛土」に区分する。 

「荒仕上げ」とは、床掘により生じる法面において、工事期間中の雨水等による法面浸食や

落石の発生を防止し、作業時における安全性を確保する目的で行われる作業である。 

「基面整正」とは、床掘における床付面（構造物設置基面）を平滑に整形する作業である。 

「管水路基礎整形」とは、管水路における基礎の品質、円滑な施工性及び設計断面を確保す

る目的で行われる作業で、「基面」と「法面」に区分する。 

なお、具体的な算出区分の例を図２－３５～図２－３９に示す。 

 

図２－３５ 農道の場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２－３６ 開水路の場合 
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